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季節をあらわす言葉に「啓蟄
けいちつ

」というものがあるのを知っていますか。啓蟄とは、寒さが穏やかになってきて春の

気配を感じ、土の中で冬眠していた虫が目覚めて活動を始めることを意味しています。（ちなみに今年の啓蟄は３

月５日です。） 

みなさんにとって春は新年度の時期。そんな新年度を元気に迎えられるように、春休み中は夜更かしや朝寝坊

をしてダラダラ過ごすのではなく、生活リズムを崩さないように気をつけて、心と体の準備をしておきましょう。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

 

 

 

 

 

 

保健室利用状況 

体調不良で来室した件数   １番多かった症状 ケガで来室した件数     １番多かったケガ 

１年間で最も来室件数が多い月は１０月でした。（３２３件） 

９月から１０月にかけて体育大会の練習や本番があったため、擦り傷や打撲などの外科的症状の来室が他

の月に比べて多かったです。１１月は本校でインフルエンザが流行していたこともあり、咳や喉の痛みなどの

風邪症状や発熱などの内科的症状の来室が多かったです。 

原因不明の頭痛がほとんどでしたが、偏頭痛や睡眠不足

が原因の頭痛もありました。 

睡眠不足の日々が続くと、記憶力や注意力だけでなく、免

疫力も低下してしまいます。 

適度な睡眠時間を確保するように意識しましょう。 

症状が軽減しない場合は、医療受診を検討してください。 

２番目に多かったケガは「捻挫・突き指」３番目に多

かったケガは「打撲」でした。 

擦り傷ができたら、まず傷口の砂や泥などを水道水

で洗い流してきれいにすることが重要です。水で洗う

処置には患部を冷やして痛みを和らげる効果が期待

できます。 

今年度の総来室件数 

（R５.4.1 ～ R６.2.19） 

１５６６件 

１１４０件 393 件 頭痛 擦り傷 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

医療勧告書について 
１学期の健康診断の結果に「異常の疑い」があった人には「医療勧告書」を配布しました。「医療

勧告書を渡されたけれど、まだ受診していない！」という人は、４月からの新学期を 

健康、安全に過ごせるように、この春休みの期間を利用して医療機関へ受診される 

ことをお勧めします。 
 

受診された場合は、医療勧告書を担任の先生に提出してください。 


